
入院日
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18日
後

19日
後

20日
後

21日後

術前 術後

■＃１　不安が最
小限で落ち着いて
いる。

■＃２　検査・処
置を安全、安楽に
受けることが出来
る。

■＃３　手術の準
備が出来ている。

■＃４　手術に対
する理解・受け入
れが出来ている。

放射線
Xp レン

トゲ
ン

レン
トゲ
ン

レント
ゲン

検体検
査

採血検査
がありま
す

血液検査 血液検
査

血液
検査

血液
検査

血液検
査

生理検
査

持参薬
の確認
抗凝固
薬の有
無

内服薬の
引き上げ

お薬を飲ん
でいただき
ます。

指示
され
たお
薬を
内服術当日朝

の内服指
示確認

注射
点滴 点滴 点滴

患肢挙
上

患肢挙
上

患肢挙
上

患肢挙上 患肢挙上 患肢挙上 患肢挙上 患肢挙上 子機モニ
ターON

子機モニ
ターON

抜
鈎

創
確
認

クーリ
ング

クーリ
ング

クーリ
ング

クーリン
グ

クーリン
グ

クーリン
グ

クーリン
グ

クーリン
グ

クーリング クーリング

フット
ポンプ

フット
ポンプ

フット
ポンプ

フットポ
ンプ

フットポ
ンプ

フットポ
ンプ

フットポ
ンプ

フットポ
ンプ

酸素２Lカ
ヌラ

酸素２Lカ
ヌラ

子機モ
ニター
装着

子機モ
ニター
装着

子機モ
ニター
装着

子機モニ
ター装着

子機モニ
ター装着

子機モニ
ター装着

子機モニ
ター装着

ルート確
保

フットポン
プON

フットポン
プON

酸素カ
ニュラ
２L

酸素カ
ニュラ
２L

酸素カ
ニュラ
２L

酸素カ
ニュラ２L

酸素カ
ニュラ２L

酸素カ
ニュラ２L

酸素カ
ニュラ２L

包交(ド
レッシング
保護)

浣腸

手術

輸血

食事
絶食 食事開始

安静
度

ベッド
上安静

ベッド
上安静

ベッド
上安静

ベッド上
安静

ベッド上
安静

ベッド上
安静

ベッド上
安静

ベッド上
安静

車椅子移乗
荷重スケ
ジュール：
主治医に確

清潔
ベッドシャワー シャ

ワー浴
開始

観察
項目

術前観
察項目

術前観
察項目

術前観
察項目

術前観察
項目

術前観察
項目

術前観察
項目

術前観察
項目

術前観察
項目

術後観察項目 術後観察項
目

術後観
察項目

バイ
タル

カル
テ

入院診
療計画
書

地域医療連携パス適
応

地域医療
連携パス
適応

地域医療
連携パス
適応

地域医療連
携パス適応

地域医療連
携パス適応

地域医
療連携
パス適
応

地域
医療
連携
パス
適応

地域
医療
連携
パス
適応

地域医
療連携
パス適
応

アレル
ギー問
診表

輸血の確認

禁水食の
説明

看護
サマ
リー
を作

術後ベッ
ド及び手
術室持参
品の準備

術前
チェック
リストの
手術同意
書の受け
取り
術当日朝
の内服薬
指示確認

事務確
認事項

リハ
状況

リハビ
リ依頼
箋

ベッド
サイド
訓練

ベッド
サイド
訓練

ベッドサ
イド訓練

ベッドサ
イド訓練

ベッドサ
イド訓練

ベッドサ
イド訓練

病棟にてリ
ハビリ

リハ
ビリ
棟に
てリ
ハビ

訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室 訓練室

MSW依
頼状
況

ＭＳＷ
依頼箋

ＭＳＷと
の面談

進行
状況
の報
告

紹介

文書

大腿骨頚部骨折（骨接合）または転子部骨折

■＃３　疼痛がコントロール出来る。 ■＃３　セルフケアが充実出来る。 ■＃３　ADLが自立または介助で充足出来る。

■＃1　精神的に安定している。 ■＃１　術後、合併症を引き起こさない。 ■＃１　術後、合併症を引き起こさない。 ■＃１　術後、合併症を引き起こさない。

■＃２　麻酔・手術侵襲から回復する。 ■＃２　疼痛がコントロール出来る。 ■＃２　疼痛がコントロール出来る。 ■＃２　疼痛がコントロール出来る。

目標

ステップ名称 術前準備期間 手術当日～術後第５病日 術後第６～第14病日 術後第15～第21病日

基準日

検査

投薬

処置

確認

医師確
認事項

看護確
認事項


